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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及び画像表示応用機器

(57)【要約】
【課題】  容量結合駆動方式の液晶パネルのゲート配線
に印加される補正電位を変調する場合、ゲート配線の走
査中に液晶コントローラの指令により変調電位を任意に
変更可能にすること。
【解決手段】  Ｄ／Ａコンバータ１０５は、液晶コント
ローラ１０４の補正データに基づいて、ＴＦＴのオフ期
間において垂直走査毎に極性の異なる変調信号を発生す
る。ゲートドライバ１０３は、液晶パネル１０１の当該
ソース配線に走査選択信号を出力すると共に、容量結合
されたソース配線に変調信号を与える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶材料を挟持する対向基板の一方に、
マトリクス状に形成された複数のソース配線とゲート配
線とを有し、前記ソース配線とゲート配線との各交点に
スイッチング素子が設けられ、前記スイッチング素子に
接続された画素電極と前記画素電極に隣接するゲート配
線との間で蓄積容量が形成された容量結合型の液晶パネ
ルと、
前記スイッチング素子のオフ期間において、垂直走査毎
に極性の異なる変調信号を与える変調電圧発生部と、
前記液晶パネルのソース配線に画像信号電圧を出力する
ソースドライバと、
前記液晶パネルの当該ゲート配線に走査選択信号を出力
すると共に、容量結合されたゲート配線に前記変調電圧
発生部から出力される変調信号を与えるゲートドライバ
と、
前記ソースドライバに画素データを与えると共に、前記
ゲートドライバの前記走査選択信号と前記変調信号の出
力タイミングを制御する液晶コントローラと、を具備
し、
前記変調電圧発生部は、
１水平周期又はそれより短い期間で、前記液晶コントロ
ーラの指令により前記ゲート配線の走査中に前記変調信
号の電位を制御するものであることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項２】  前記変調電圧発生部は、
前記液晶コントローラのデジタル補正データにより、出
力電圧が制御されるＤ／Ａコンバータであることを特徴
とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  請求項１又は２記載の液晶表示装置を搭
載したことを特徴とする画像表示応用機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
クス型の液晶表示装置、特にコンピュータ等のディスプ
レイやテレビに用いられる高画質のＴＦＴ（Thin film 
Transistor）を用いた液晶表示装置と、この液晶表示装
置を搭載した画像表示応用機器とに関する。
【０００２】
【従来の技術】アクティブマトリックス型の液晶表示装
置（液晶モジュールともいう）による表示画質は、近年
きわめて改善され、ＣＲＴのそれに匹敵するようになっ
た。しかしながら、画質の面では未だＣＲＴに比べると
遜色がないとは言えない。一般に、液晶表示装置は視角
依存性が大きく、画面を見る角度により画質が大きく異
なるという欠点を持っている。
【０００３】特に大画面の液晶表示装置では、ある視点
から表示画面を見ると、表示画面の上部と下部では表示
画像が一様でなく、画面の上下方向で輝度傾斜があるか
のように見える。この輝度傾斜を少なくする対策として
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特開平06-067146 号公報に開示された技術が挙げられ
る。この方法によれば、いわゆる容量結合駆動法を採用
している液晶モジュールにおいては、非常に簡単な回路
を追加するだけで輝度傾斜を少なくすることができる。
容量結合駆動方式に関しては、既に数多くの特許や文献
があり、多くの応用製品が市販されている。
【０００４】容量結合駆動方式は、画素電極が容量を介
して前段又は後段のゲート配線に接続されていることを
利用したものである。当該走査ラインのＴＦＴのオフ時
間において所定の補正電位をゲート配線に与えることに
より、画素電位を制御することができる。この補正電位
は、画素電極に正極性の電位を与える場合と、負極性の
電位を与える場合とで異なる極性を持たせており、正極
性の補正電位をVe(+)と呼び、負極性の補正電位をVe(-)
 と呼ぶ。容量結合駆動方式では、このVe(+)とVe(-) と
の電位の差により、液晶に印加される電圧を制御するこ
とができる。この電位差はVepp＝ Ve(+)－ Ve(-)で表さ
れる。
【０００５】図４に従来の視角補正行った場合の各信号
波形を示す。図４において（ａ）は垂直同期信号、
（ｂ）は三角波、（ｃ）はVe(+) 、（ｄ）はVe(-) の波
形である。図３はこのような信号を発生する従来の液晶
表示装置の構成図である。この液晶表示装置は、液晶パ
ネル３０１、ソースドライバ３０２、ゲートドライバ３
０３、液晶コントローラ３０４、三角波発生回路３０
５、加算回路３０６、電圧発生部３０７を含んで構成さ
れる。
【０００６】三角波発生回路３０５は、図４の波形図に
示すように垂直同期信号に同期して三角波を生成する。
この三角波をもとに、補正電位Ve(+) 及びVe(-) が生成
される。このとき、三角波を重畳しない場合の正極性の
補正電位Ve(+) を正極基準電位VEBASE(+) とし、負極性
の補正電位 Ve(-)を負極基準電位VEBASE(-) とする。
【０００７】またVe(+) 、Ve(-) の波形において三角波
成分の波高値をVangとすると、補正電位Ve(+) は、最小
値がVEBASE(+) となり、最大値がVEBASE(+) ＋Vangとな
る。また電位差Veppの最小値は、VEBASE(+) －VEBASE
(-) となり、電位差Veppの最大値は、VEBASE(+) － VEB
ASE(-)＋ 2・Vangとなる。
【０００８】更に、容量結合駆動方式の場合、フリッカ
の最適点はVe(+) 、Ve(-) の絶対値で決まる。補正電位
Ve(+) 、Ve(-) の中点電位をVec とすると、Vec ＝[ Ve
(+) + Ve(-) ] ／２となる。ここで、電位差Veppを保っ
たままで、中点電位Vec を最適の電位にすることで、フ
リッカの調整を行っている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】このような条件を実現
するために、従来は図３のような駆動回路を用いてい
た。液晶コントローラ３０４から出力される垂直同期信
号をもとに、三角波発生回路３０５が図４（ｂ）に示す
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ような三角波を生成する。この三角波の生成はアナログ
回路素子を用いて行うが、その波形制御は抵抗やコンデ
ンサの定数により決定される。このため、液晶モジュー
ルの外から波形制御するのが困難である。また、温度等
の外乱を受け易いことに加え、垂直周期信号の変動によ
り到達電位が変動する。これにより、最適な視角補正コ
ントロールができないという問題点があった。また回路
の構成上、三角波の波高値Vang、中点電位 Vecの調整、
基準電位VEBASE(+) の調整は、図３に示すような可変抵
抗等を用いて行っていた。
【００１０】液晶モジュールと外部機器はディジタルイ
ンターフェイスを介して接続されている。上記の波高値
Vang、中点電位 Vec、基準電位VEBASE(+) の調整は、液
晶モジュールの生産工程で行っている。これらの調整は
アナログ調整であることから、外部機器からコントロー
ルするのは不便であり、内部回路でもダイナミックに調
整することも行われていないのが現状である。これは、
液晶パネルによっても異なるが、中点電位Vec が－１０
Ｖ付近、電位差Veppが１０～１５Ｖ付近の電位であるこ
とに起因する。
【００１１】通常、外部機器から供給される電源電圧は
３～５Ｖであり、インターフェイスもデジタルであるこ
とから、同様の電位の信号が入力されるようになってい
る。従って内部のロジック電圧も３～５Ｖとなるため、
Vec 、Vepp、VEBASE(+) といった電位を制御するために
は、回路規模が大きくなってしまい、液晶モジュールの
コストに影響してしまうという課題がある。
【００１２】本発明は、このような従来の問題点に鑑み
てなされたものであって、容量結合駆動方式の液晶モジ
ュールにおいて視角補正回路を付加する場合に、予めア
ナログ回路で生成した基準電位VEBASE(+) に対して、液
晶コントローラから調整できる電位をオフセット加算で
きる回路構成にし、最終的に必要な補正電位Ve(+) 、Ve
(-) の電位、及び変調電圧（三角波）を任意に調整及び
コントロールできるようにした液晶表示装置と、この液
晶表示装置を搭載した画像表示応用機器とを実現するこ
とを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本願の請求項１の発明
は、液晶材料を挟持する対向基板の一方に、マトリクス
状に形成された複数のソース配線とゲート配線とを有
し、前記ソース配線とゲート配線との各交点にスイッチ
ング素子が設けられ、前記スイッチング素子に接続され
た画素電極と前記画素電極に隣接するゲート配線との間
で蓄積容量が形成された容量結合型の液晶パネルと、前
記スイッチング素子のオフ期間において、垂直走査毎に
極性の異なる変調信号を与える変調電圧発生部と、前記
液晶パネルのソース配線に画像信号電圧を出力するソー
スドライバと、前記液晶パネルの当該ゲート配線に走査
選択信号を出力すると共に、容量結合されたゲート配線
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に前記変調電圧発生部から出力される変調信号を与える
ゲートドライバと、前記ソースドライバに画素データを
与えると共に、前記ゲートドライバの前記走査選択信号
と前記変調信号の出力タイミングを制御する液晶コント
ローラと、を具備し、前記変調電圧発生部は、１水平周
期又はそれより短い期間で、前記液晶コントローラの指
令により前記ゲート配線の走査中に前記変調信号の電位
を制御するものであることを特徴とする。
【００１４】本願の請求項２の発明は、請求項１の液晶
表示装置において、前記変調電圧発生部は、前記液晶コ
ントローラのデジタル補正データにより、出力電圧が制
御されるＤ／Ａコンバータであることを特徴とする。
【００１５】本願の請求項３の画像表示応用機器は、請
求項１又は２記載の液晶表示装置を搭載したことを特徴
とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】本発明の実施の形態における液晶
表示装置の構成図を図１に示す。この液晶表示装置は、
液晶パネル１０１、ソースドライバ１０２、ゲートドラ
イバ１０３、液晶コントローラ１０４、Ｄ／Ａコンバー
タ１０５、加算回路１０６、電圧発生部１０７、演算回
路１０８、VEBASE(+) 生成回路１０９、VEC 生成回路１
１０を含んで構成される。また図２は本実施の形態によ
る視角補正を行った場合の各信号波形の説明図である。
【００１７】液晶パネル１０１は、液晶材料を挟持する
対向基板の一方にマトリクス状に形成された複数のソー
ス配線とゲート配線とを有し、ソース配線とゲート配線
との各交点に、それらと電気的に接続されたスイッチン
グ素子（例えばＴＦＴ）が形成されたパネルである。更
にこのスイッチング素子に接続された画素電極と、それ
に隣接するゲート配線との間に蓄積容量が形成された容
量結合型のパネル構造を有している。
【００１８】ソースドライバ１０２は液晶コントローラ
１０４から画素データを入力し、液晶パネル１０１のソ
ース配線にソース信号を供給するドライバである。ゲー
トドライバ１０３は液晶パネル１０１のゲート配線にゲ
ート信号を供給するドライバである。液晶コントローラ
１０４は外部機器からの信号により水平同期信号及び垂
直同期信号を検出し、ソースドライバ１０２に画素デー
タを与え、ゲートドライバ１０３に走査選択信号と変調
信号のタイミング制御信号を供給すると共に、Ｄ／Ａコ
ンバータ１０５に垂直同期信号を出力するコントローラ
である。
【００１９】Ｄ／Ａコンバータ１０５は、従来例の三角
波発生回路３０５に代えて設けられた変調電圧発生部で
あり、液晶コントローラ１０４の出力するデジタルの補
正データに基づいて０～５Ｖ程度の範囲で変化するステ
ップ電圧Vstep を出力する。本実施の形態では、Ｄ／Ａ
コンバータ１０５は１ライン目のゲート線の走査時に０
Ｖを出力し、２ライン目、３ライン目と走査を行う毎に
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電圧を階段状に繰り上げ、最終ライン目のゲート線の走
査時には５Ｖを出力する。次の垂直同期周期でも同様に
１ライン目のゲート線に０Ｖを出力し、最終ライン目の
ゲート線に５Ｖを出力する。この様子を図２に示す。図
２の（ａ）は垂直同期信号、（ｂ）は水平同期信号、
（ｃ）はステップ電圧Vstep である。
【００２０】図１のVEBASE(+) 生成回路１０９は、電圧
発生部１０７の出力に応じて－３Ｖ程度の基準電位VEBA
SE(+) を発生する回路である。加算回路１０６は基準電
位VEBASE(+) とステップ電圧Vstep を加算し、加算値を
正極性の補正電位Ve(+) として演算回路１０８に出力す
る回路である。この補正電位Ve(+) は演算回路１０８の
第１のバッファを介してゲートドライバ１０３に出力さ
れる。またVEC 生成回路１１０は電圧発生部１０７の出
力に応じて中点電位Vec を出力する。
【００２１】一方、中点電位に関してVec ＝〔Ve(+) + 
Ve(-) 〕／２が成立することから、Ve(-) ＝２×Vec －
 Ve(+)の関係が得られる。演算回路１０８の第２のバッ
ファは、第１のバッファの出力と中点電位Vec とを用い
て負極性の補正電圧Ve(-) を生成する。本実施の形態で
は電位差をVepp＝１５Ｖとしており、正極性の補正電位
Ve(+) は図２（ｄ）に示すように変化する。また負極性
の補正電位Ve(-) は図２（ｅ）に示すように変化する。
【００２２】このような回路構成であれば、ステップ電
圧Vstep の値は、液晶コントローラ１０４から制御デー
タに基づき、０から５Ｖの範囲で自由に制御できる。こ
のため、画面の上部に相当する１番目のゲート線付近
と、画面の下部に相当する最終番目のゲート線付近とで
視角特性を変えることができる。
【００２３】更に、液晶表示装置のアプリケーションと
して、パーソナル用ではなく、公共のディスプレイ用と
して高い場所に設置し、下から見上げるような用途で使
用する場合は、電位差Veppのステップの幅や電圧の値を
設置環境に応じて変更する必要がある。このような場合
でも予め液晶コントローラ１０４の内部にVeppやVstep 
の値をプリセットしておけば良い。
【００２４】また、本実施の形態では、Ｄ／Ａコンバー
タ１０５を液晶コントローラ１０４やソースドライバ１
０２、及びゲートドライバ１０３の信号電圧と同レンジ
の出力を有するものと想定している。従って、Ｄ／Ａコ
ンバータ１０５を液晶コントローラ１０４に内蔵するこ
とは容易に行える。さらに、Ｄ／Ａコンバータ１０５を
別電源にし、図１に示す電圧調整回路を液晶コントロー*
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*ラ１０４から制御することも可能である。また、本実施
の形態では、階段波を用いることにより波高値Vangを制
御したが、パルス幅変調を用いて波高値Vangを外部回路
で生成する方法もある。
【００２５】以上は、液晶コントローラ１０４がアナロ
グ出力を持たない場合等で、デジタルで出力される場合
である。１水平周期毎にパルス幅をコントロールし、外
部回路でパルス幅に応じた電位を出力することで、波高
値Vangを生成する方法もある。尚、変調電圧発生部は、
１水平周期より短い期間で、液晶コントローラ１０４の
指令によりゲート配線の走査中に変調信号の電位を制御
するものでもよい。
【００２６】以上のような液晶表示装置は、種種の画像
表示応用機器に用いることができる。画像表示応用機器
は大型化に伴い、広い視野角が要求される。視聴者が同
時に多数利用する場所では、視聴者の背丈より高い場所
に画像表示応用機器が設置される。この場合も画面全体
に均質な画像を見ることができる。
【００２７】
【発明の効果】本発明によれば、必要な補正電位Ve(+)
 、Ve(-) の電位、及び変調電圧を液晶コントローラか
ら任意に調整及びコントロールできるようになる。この
ため設置環境に応じて液晶表示装置を最適視野角に設定
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における液晶表示装置の構
成を示すブロック図
【図２】本発明の実施の形態における液晶表示装置の動
作を示す信号波形図
【図３】従来の液晶表示装置の構成を示すブロック図
【図４】従来の液晶表示装置の動作を示す信号波形図
【符号の説明】
１０１  液晶パネル
１０２  ソースドライバ
１０３  ゲートドライバ
１０４  液晶コントローラ
１０５  Ｄ／Ａコンバータ
１０６  加算回路
１０７  電圧発生部
１０８  演算回路
１０９  VEBASE(+) 生成回路
１１０  VEC 生成回路
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